
「暑さ対策」小学校委員会活動支援事業に係る報告書（兼涼くまグランプリ応募用紙） 

 

学校名及び 

代表者名 

熊谷市立熊谷西小学校    

１ 活動の概要 

 

【保健委員会】 

・今年度、暑さ対策で購入したバケツを活用して、朝の登校後に打ち水を行う「打

ち水大作戦」を行った。 

・昨年度、各教室に「熱中症指数計」を購入したことがとても効果的だったことか

ら、今年度不足分を購入し、特別教室にも設置した。保健委員の児童も確認を

行い、冷房や扇風機を上手に活用して特別教室内の環境管理に役立てている。 

２ 活動の様子や

成果、工夫した

点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動の様子や成果】  

・「暑さ対策」支援事業で購入したバケツを活用し、朝の登校後に保健委員全員で打

ち水を行った。児童や先生方から、「とても涼しく感じる」「風が通る感じがする」

という声が多くあがった。 

【工夫した点】 

・打ち水を行う保健委員自身の熱中症予防と、打ち水の効果を高めるために気温が上

がりきる前の朝の時間に打ち水を行った。 

 

 

 

 

 

 

【活動の様子や成果】 
・これまで特別教室には温湿度計がなかったため、特別教室にも熱中症指数計を設置
したところ、教室だけでなく特別教室でも適切な温度・湿度管理ができている。 

【工夫した点】 
・低学年の児童が見ても分かるように、熱中症指数のレベルを顔マークで表示できる
ものを購入し、保健委員会の児童以外の子どもたちも熱中症予防に意識をもって取
り組めるようにしている。また、特別教室を多く使う担任外の先生方も、適切な冷
房の使用ができるように熱中症指数計を常に意識するようになった。 

３ 今後の課題 

 

○今後も暑い日が続く時は、「熱中症指数計」の活用と熱中症予防を呼びかけて、子

どもたち自身の健康管理に対する意識付けに役立てていきたい。 
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